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2022年10月25日 大きく下落し割安度が高まった中国株
2022年10月21日 米中間選挙と株式市場のアノマリーを確認

 11月は、8日に米中間選挙が実施される予定です。米中間選挙は4年に1度の大統領選挙の中間の年に
行われ、上院100議席の約3分の1（今回は35議席、補欠選挙含む）と、下院435議席の全てが改選さ
れるほか、今回は36州で州知事選が行われます。上院では、現在は民主党と共和党の議席数が拮抗する
中で、改選議席数は共和党の方が多い点では民主党が有利であるものの、かなりの接戦になることが見込ま
れています。今回の中間選挙では、現在は上下院で民主党が過半数を占めるいわゆるトリプルブルーの状態
から、どの程度共和党が勢力を伸ばすことになるのか、今後のバイデン大統領の政策遂行能力を見る上で大
変注目されます。

 11月1日、2日には米連邦公開市場委員会（FOMC）が予定されています。10月に発表された9月分の
消費者物価指数（CPI）の上昇率が市場予想を上回ったうえ、ミシガン大学の調査による1年先の予想
インフレ率も約40年ぶりの高水準となったことなどから、米連邦準備制度理事会（FRB）は引き続きインフレ
抑制のために大幅な利上げを実施すると見られます。一方で、大幅な利上げが継続的に実施されてきたこと
で、利上げ幅縮小の時期も注目され始めています。11月23日には、1日、2日開催分のFOMCの議事要
旨も公表予定で、利上げの判断材料となる雇用情勢や物価動向に関する経済指標とともに、その内容に注
目です。

2022年11月の注目イベント
中間選挙とFOMC・・・転換点を迎えることになるのか

2022年10月26日

米国 欧州 中国・アジア・その他 日本
1日:10月ISM製造業景況指数
1-2日:FOMC
3日:9月貿易収支、10月ISM非製
造業景況指数
4日:10月雇用統計
8日:中間選挙
10日:10月消費者物価指数(CPI)

3日:BOE金融政策委員会
8日:ユーロ圏9月小売売上高

1日:豪州金融政策決定会合、中国
10月財新製造業PMI
3日:中国10月財新非製造業PMI
7日:中国10月外貨準備高、中国10
月貿易収支
9日:中国10月PPI・CPI
10日:メキシコ金融政策決定会合

8日:9月毎月勤労統計、9月家計
調査
9日:9月国際収支、10月景気
ウォッチャー
10日:10月オフィス空室率

11日:11月ミシガン大学消費者センチ
メント指数
15日:10月生産者物価指数(PPI)
16日:10月小売売上高、10月鉱工
業生産

11日:イギリス7-9月期GDP、イギリス
9月鉱工業生産
14日:ユーロ圏9月鉱工業生産
15日:ユーロ圏9月貿易収支
16日:イギリス10月CPI
18日:イギリス10月小売売上高

15日:中国10月固定資産投資、中
国10月鉱工業生産、中国10月小売
売上高
17日:豪州10月雇用統計、インドネ
シア金融政策決定会合

11日:10月企業物価指数
15日:7-9月期GDP
16日:9月機械受注
17日:10月貿易収支
18日:10月全国CPI

23日:FOMC議事要旨、11月製造
業・非製造業購買担当者景気指数
(PMI)
29日:9月S&Pコアロジック・ケースシ
ラー住宅価格指数
30日:ベージュブック、11月消費者信
頼感指数

23日:ユーロ圏11月消費者信頼感指
数、ユーロ圏11月PMI
24日:ドイツ11月IFO企業景況感指
数
30日:ユーロ圏11月CPI

24日:トルコ金融政策決定会合
28日:豪州10月小売売上高
30日:中国10月製造業・非製造業
PMI、インド7-9月期GDP

29日:10月失業率、10月有効求
人倍率、10月小売業販売額
30日:10月鉱工業生産

（注）2022年10月25日現在。日付は現地時間。　（出所）各種報道等を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【各国・地域の経済指標、金融政策決定会合等イベントの予定（2022年11月）】

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2022/10/news221025as/
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